
全
国
港
湾
第
九
回
定
期
大
会
は
、
九
月
十
三
日
（
水
）
か
ら
十
四
日
（
木
）
に
か
け
て
「
シ
ー
パ
レ
ス
日
港
福
」
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
定
期
大
会
に
提
出
さ
れ
る
議
案
書
が
、
常
任
中
央
執
行
委
員
会
、
中
央
執
行
委
員
会
の
議
論

を
経
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
、
第
一
号
議
案

「
二
〇
一
六
年
度
主
な
取
り
組

み
経
過
（
案
）
」
、
第
二
号
議

案
「
二
〇
一
七
年
度
運
動
方
針

（
案
）
」
、
第
三
号
議
案
「
産

別
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
確
立
に
つ

い
て
（
案
）
」
、
第
四
号
議
案

「
全
国
港
湾
規
約
の
改
正
に
つ

い
て（
案
）」、
第
五
号
議
案「
二

〇
一
六
年
度
決
算
報
告
及
び
二

〇
一
七
年
度
予
算
（
案
）
」
か

ら
な
り
一
七
年
秋
年
末
に
お
け

る
具
体
的
活
動
方
針
に
つ
い
て

（
案
）も
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
動
方
針
案
の
運
動
の
基
調

と
し
て
、
①
港
湾
労
働
者
・
中

小
零
細
港
運
事
業
者
に
立
脚
し

た
港
湾
労
働
・
港
運
事
業
の
た

め
の
制
度
・
政
策
課
題
の
前
進

を
図
る
。
と
く
に
、
港
湾
運
送

事
業
の
健
全
な
発
展
、
持
続
可

能
な
事
業
展
開
へ
の
道
を
同
時

に
探
求
し
促
進
す
る
。
②
港
湾

労
働
者
に
係
る
全
般
的
な
労
働

環
境
整
備
を
図
る
。
そ
の
た
め

に
、
産
別
協
定
を
「
す
べ
て
の

港
湾
労
働
者
」
に
適
用
と
す
る

よ
う
取
り
組
む
。
同
時
に
、
関

係
法
令
の
遵
守
、
産
別
協
定
の

履
行
と
拡
充
を
基
軸
に
、
雇
用

と
職
域
の
確
保
・
安
全
で
安
心

し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
に
取

り
組
む
。
③
二
者
＝
二
者
協
議

体
制
を
軸
に
し
た
集
団
的
労
使

関
係
、
中
央
港
湾
団
交
と
そ
の

歴
史
的
到
達
と
し
て
の
産
別
協

定
を
断
固
と
し
て
堅
持
し
、
そ

の
強
化
・
発
展
を
図
る
。
と
く

に
、
「
独
禁
法
問
題
」
の
解
決

を
強
く
迫
り
、
今
後
の
労
使
関

係
の
障
害
と
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
取
り
組
む
。
④
産
別
組
織

の
強
化
・
拡
大
を
図
る
。
中
央

・
単
組
・
地
区
港
湾
の
相
互
尊

重
、「
統
一
要
求
・
統
一
行
動
」

を
軸
に
「
足
元
強
化
」
の
徹
底

を
進
め
る
。
⑤
Ｉ
Ｔ
Ｆ
に
団
結

し
国
際
連
帯
活
動
の
さ
ら
な
る

前
進
を
図
る
。
⑥
国
民
的
諸
課

題
に
関
し
て
、
そ
の
課
題
が
港

湾
労
働
者
に
と
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
問
題
か
を
鮮
明
に
し
、
国

民
的
な
運
動
（
共
闘
関
係
）
と

は
一
致
点
を
大
事
に
し
て
取
り

組
み
を
進
め
る
。
以
上
の
六
点

が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的

課
題
を
、
①
港
湾
運
送
事
業
の

健
全
な
発
展
と
持
続
可
能
な
港

運
事
業
、
港
湾
労
働
者
の
た
め

の
制
度
・
政
策
の
確
立
を
同
時

に
探
求
し
促
進
す
る
。
こ
れ
ら

の
課
題
に
つ
い
て
、
一
六
年
度

に
端
緒
を
開
い
て
き
た
国
会
議

員
や
政
党
と
の
協
力
・
共
同
関

係
の
強
化
を
通
じ
た
前
進
を
引

き
続
き
追
求
す
る
。
②
港
湾
労

働
政
策
・
制
度
に
関
し
、
労
働

環
境
整
備
と
不
可
分
な
関
係
に

あ
る
課
題
と
も
位
置
付
け
、
労

使
協
議
・
行
政
関
係
と
の
協
議

の
両
側
面
か
ら
追
求
す
る
。
③

労
働
環
境
の
整
備
、
労
働
条
件

の
向
上
に
向
け
た
産
別
協
定
の

改
定
を
含
め
た
取
り
組
み
を
進

め
る
。
ま
た
、
荷
主
・
ユ
ー
ザ

ー
の
攻
撃
が
強
ま
る
中
で
、
事

前
協
議
制
度
の
抜
本
的
強
化
、

並
び
に
、
制
度
の
厳
格
な
運
用

と
「
協
議
」
そ
の
も
の
の
強
化

が
急
務
で
あ
る
。
④
産
別
労
使

関
係
の
強
化
と
産
別
組
織
強

化
。
⑤
「
グ
ロ
ー
バ
ル
危
機
か

ら
グ
ロ
ー
バ
ル
正
義
へ
―
交
通

運
輸
労
働
者
の
反
撃
」
、
「
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
中
心（
行
動
す
る
）

の
Ｉ
Ｔ
Ｆ
」
と
の
Ｉ
Ｔ
Ｆ
運
動

の
基
調
に
沿
っ
て
国
際
連
帯
活

動
を
促
進
す
る
。
⑥
安
倍
首
相

自
身
が
、
憲
法
九
条
の
改
悪
案

を
一
七
秋
の
臨
時
国
会
で
提
案

す
る
と
公
言
し
た
。
労
働
法
制

や
社
会
保
障
の
改
悪
と
い
う
課

題
だ
け
で
な
く
、
平
和
・
民
主

主
義
・
国
の
在
り
方
の
根
底
が

崩
れ
る
事
態
に
直
面
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
港
湾
労

働
者
の
視
点
に
立
脚
し
た
視
点

で
受
け
止
め
、
国
民
的
諸
課
題

の
取
り
組
み
強
化
、
及
び
共
闘

関
係
の
探
求
を
図
る
。と
し
て
、

職
場
・
地
域
の
英
知
と
力
を
結

集
し
、
産
別
運
動
の
前
進
を
図

る
と
し
て
い
ま
す
。

一
七
秋
年
末
方
針
案
で
は
、

十
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
二

日
を
中
央
行
動
に
設
定
し
、
行

政
交
渉
・
政
党
要
請
を
取
り
組

み
、
院
内
集
会
と
政
党（
議
員
）

が
同
席
す
る
交
渉
を
検
討
す

る
。
ま
た
、
十
月
十
六
日
か
ら

十
一
月
二
日
を
地
区
統
一
行
動

ゾ
ー
ン
と
し
て
設
定
し
、
中
央

行
動
と
連
動
し
た
諸
課
題
と
地

区
独
自
課
題
も
掲
げ
て
取
り
組

む
と
し
て
い
ま
す
。

一
八
春
闘
の
準
備
に
つ
い
て

は
、①
単
組
・
地
区
港
湾
の
機
関

会
議
を
通
じ
て
、
要
求
の
掘
り

起
し
を
行
い
、
た
た
か
い
方
を

含
め
、「
統
一
要
求
」
と
「
統
一

行
動
」
の
産
別
春
闘
構
築
の
準

備
を
進
め
る
。
②
方
針
案
と
要

求
案
は
、
秋
年
末
闘
争
を
全
力

で
た
た
か
い
、
そ
の
到
達
点
に

立
っ
て
考
え
方
を
整
理
し
て
い

く
。
③
方
針
と
産
別
要
求
に
つ

い
て
は
、
二
〇
一
八
年
一
月
二

十
四
か
ら
二
十
五
日
に
、
第
一

〇
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
て

決
定
す
る
。
要
求
提
出
の
た
め

の
第
一
回
中
央
港
湾
団
交
は
、

二
月
七
日
を
念
頭
に
準
備
す

る
。
財
政
を
確
立
す
る
た
め
組

合
員
一
人
五
〇
〇
円
の
カ
ン
パ

を
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

運
動
方
針
案
の
具
体
的
取
り

組
み
と
し
て
は
、
港
湾
政
策
に

関
す
る
取
り
組
み
、
雇
用
安
定

・
港
湾
運
送
と
港
湾
労
働
秩
序

の
確
立
へ
、
労
使
政
策
委
員
会

を
中
心
と
し
た
諸
課
題
の
推

進
、
安
全
対
策
、
海
上
コ
ン
テ

ナ
の
安
全
運
送
な
ど
が
提
起
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
他
、
産
別
労

使
関
係
の
強
化
と
産
別
組
織
強

化
、
国
際
連
帯
活
動
、
国
民
的

課
題
な
ど
多
岐
に
亘
っ
て
い
ま

す
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
運
動

方
針
（
案
）
を
抜
粋
し
、
二
面

・
三
面
に
掲
載
し
ま
す
。

五
月
二
十
六
日
に
兵
庫
県
尼

崎
に
お
い
て
国
内
で
初
め
て
ヒ

ア
リ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
東
京
、
横
浜
、
名
古
屋
と

確
認
さ
れ
、
更
に
女
王
ア
リ
が

大
阪
・
神
戸
と
続
々
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

ヒ
ア
リ
は
そ
の
毒
性
の
強
さ

か
ら
、
危
険
な
外
来
種
の
蟻
と

し
て
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。全

国
港
湾
は
、
港
湾
労
働
者

の
安
全
に
係
る
こ
と
と
し
て
、

七
月
二
十
七
日
開
催
の
労
使
安

全
専
門
委
員
会
、
二
十
八
日
開

催
の
労
使
政
策
委
員
会
に
お
い

て
、
ヒ
ア
リ
対
策
に
つ
い
て
港

湾
労
働
者
の
ヒ
ア
リ
に
よ
る
被

害
が
発
生
し
な
い
よ
う
協
議
を

行
い
、
注
意
喚
起
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
外
来
種
を
国
内
に

入
れ
な
い
た
め
に
は
、
通
過
貨

物
対
策
な
し
に
は
防
げ
な
い
。

内
陸
の
デ
バ
ン
作
業
を
、
港
頭

地
区
で
行
い
水
際
チ
ェ
ッ
ク
を

行
う
べ
き
で
、
国
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
港
湾
の
使
命
が
再

確
認
さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
港
湾

の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

も
し
発
見
し
た
と
き
の
対
策

方
法
と
し
て
は
、
安
易
に
素
手

で
絶
対
に
触
ら
な
い
、
ヒ
ア
リ

と
思
し
き
蟻
を
発
見
し
た
場
合

は
、
各
地
方
自
治
体
の
環
境
保

全
課
に
連
絡
を
す
る
。

も
し
触
っ
て
し
ま
い
、
噛
み

つ
か
れ
る
と
、
ヤ
ケ
ド
を
し
た

よ
う
な
熱
く
て
痛
い
感
覚
に
襲

わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
尾
端
の
毒

針
で
何
度
も
刺
さ
れ
た
人
は
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
（
重
度
の
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
）
シ
ョ
ッ
ク
を

起
こ
し
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
安
静
（
二
十

〜
三
十
分
程
度
）
に
し
、
容
態

が
急
激
に
変
化
す
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
も
よ
り
の
医
療
機
関
で

診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
受

診
の
際
は
「
蟻
に
刺
さ
れ
た
こ

と
」
「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
」
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

日
本
の
子
ど
も

の
貧
困
を
め
ぐ

る
状
況
は
依
然

深
刻
だ
。
厚
生

労
働
省
が
六
月

末
公
表
し
た
国

民
生
活
基
礎
調

査
で
は
、
一
八
歳
未
満
の
「
子

ど
も
の
貧
困
率
」
が
十
三
・
九

％
（
二
〇
一
五
年
）
と
な
っ
て

お
り
、
子
ど
も
の
七
人
に
一
人

が
所
得
の
少
な
い
貧
困
状
態
に

あ
る

▼
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
）
が
一
四
年
に
ま
と
め
た

三
六
ヵ
国
の
子
ど
も
の
貧
困
率

は
一
三
・
三
％
で
、
日
本
の
水

準
は
そ
こ
に
も
と
ど
か
な
い
の

が
現
状
だ
。
全
国
民
の
う
ち
相

対
的
貧
困
率
は
一
五
・
六
％
だ

が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
平
均

一
一
・
三
％
（
二
〇
一
三
年
）

を
上
回
る
高
い
水
準
だ

▼
相
対
的
貧
困
率
は
、
全
国
民

の
可
処
分
所
得
（
実
収
入
か
ら

税
金
な
ど
を
除
い
た
額
）
を
順

に
並
べ
、
中
央
値
の
半
分
に
満

た
な
い
人
の
割
合
で
、
一
五
年

は
一
二
二
万
円
未
満
の
人
が
該

当
し
、
九
七
年
時
点
よ
り
二
七

万
円
も
減
少
し
て
い
る

▼
貧
困
問
題
は
ど
の
世
代
に
と

っ
て
も
深
刻
だ
が
、
発
達
・
成

長
過
程
に
あ
る
子
ど
も
時
代
の

貧
困
は
、
健
康
や
学
力
な
ど
子

ど
も
に
必
要
な
条
件
が
経
済
的

困
窮
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
る
な
ど

影
響
は
大
き
く
、
子
ど
も
本
人

の
人
生
だ
け
で
な
く
、
社
会
全

体
に
も
損
失
を
も
た
ら
し
、
子

ど
も
の
貧
困
を
は
じ
め
格
差
と

貧
困
を
解
決
す
る
こ
と
が
、
日

本
の
政
治
と
社
会
の
優
先
課
題

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
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